
2024 まちづくりを考える日 アンケート結果 

 

１．参加者数及び所属 

区 分 人 数 

行政・公的機関 

（島根県 6、大田市、社協・地区社協 5、公民館 11、公益財団法人 3、民児協 1） 
27 

その他（市議会議員、市民など） 23 

松江市町内会・自治会連合会関係者 41 

市職員  14 

企業 3 

市民活動団体  4 

発表団体 15 

参加者（会場）合計 127 

 

２.アンケートについて 

Ⅰ．回収状況（事務局を除く) 

参加者数 回 収 数 回 収 率 

127 84 (紙：75 ネット：9) 66％（小数点以下四捨五入） 

 

Ⅱ．設問内容・回答結果 

※ 全ての数値において事務局を除いています。 

 

 

1．参加者の年代 

区 分 人 数 

19 歳以下 0 

20 代 6 

30 代 7 

40 代 6 

50 代 11 

60 代 23 

70 代 29 

80 代 2 

90 代以上 0 

合 計 84 

(事務局１７名を除く) 



2．参加回数 

区 分 人 数 

初めて 49 

2 回目 17 

3 回目 9 

4 回目 8 

記載なし 1 

合 計 84 

 

 

3．所属 

区 分 人 数 

松江市町内会・自治会連合会 35 

公的機関（社協・地区社協、公民館など）    12 

行政    13 

学生 1 

企業 3 

市民活動団体     7 

NPO    2 

その他    10 

記載なし    1 

合 計 84 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．どこで知りましたか 

区 分 人 数 

所属団体からの案内  36 

市役所からの案内   38 

知人・友人から  2 

市ホームページ 6 

SNS   4 

チラシ 7 

その他 3 

 

         

 

※複数回答あり 

【その他】 

・先生 

・公民館からの案内 

・民児協からの案内 



5．参加目的 

区 分 人 数 

今後、まちづくりに取り組むための参考とするため 54 

まちづくりに興味があるため 20 

発表団体の関係者   18 

面白そうだったから 1 

その他 4 

 

 

 

 

 

6．イベントへの満足度 

①内容 ②規模 ③長さ ④時間配分 

満足 41 満足 40 満足 42 満足 41 

やや満足 35 やや満足 35 やや満足 31 やや満足 26 

やや不満 4 やや不満 4 やや不満 7 やや不満 12 

不満 1 不満 1 不満 0 不満 1 

記載なし 3 記載なし 4 記載なし 4 記載なし 4 

 

7．『まちづくりを考える日』についての感想、改善点（自由記入） 

 

発表事例数・発表時間、発表内容について 

・説明が雑な感じがする。（時間不足） 

・発表の団体数が多くて時間が長くなっている。 

・イベントの発表時間をもっと長くとってもらいたい。内容説明をもっと詳しく知りたいです。 

・数多くの実例を知るにはいい機会ですが、時間的に全体として短いのではないでしょうか。来年

以降の改善に期待します。 

・全体の時間が長い。 

・事業費やその内訳について、全団体が発表の中に入れるとよいのでは。 

・今日はテーマが８あり、各団体が７分の持ち時間でした。項目的には理解ができたが、もっと苦

労した点とか、工夫した点などの話が聞いてみたかったので、一団体の持ち時間を増やして、テ

ーマをもう少し絞ったほうが良いと思いました。 

 

 

 

 

※複数回答あり 

【その他】 

・発表団体 

・どのような動きがあるかリサーチしたくて。 



会場について 

・折角のすばらしい発表、今までのようなくにびきメッセ国際会議室クラスの会場が望ましいと思

います。 

・助成制度の紹介ブースがあれば良いかも。 

 

参加者について 

・会場を見渡すと、自分のような若者はちらほらといる程度でしたが、私は参加して良かったと感

じました。自治会の方々や企業・団体の方々も若者と関わりを増やしていくべきだと言っておら

れたため若者もたくさんの方に参加してもらいたいと感じました。 

 

ファシリテーターについて 

・コメンテーターのまとめがわかり易く、良かった。コメントの内容も良かった。 

 

参考になった 

・発表はどれもわかりやすくよくまとめてあった。参考になる発表がたくさんあった。 

・松江の若者、ママさんグループの積極的な活動を拝聴し、心強く、松江の将来が明るくなってい

るような気がした。よい日であった。 

・今回参加をしてみて、自分の知識の低さや、市民の方々が抱いている危機感など、普段あまり考

えないことについて触れることができました。 

・今後の活動のヒントになるような発表で大変有意義な時間となりました。また松江のまち、自分

たちの地域をよくしていこうという方がこんなにも多くおられる事に正直おどろきました。いい

所です、松江は。 

・つながりが活動の成否になりほとんどがうまくつながりづくりをされている。つながりづくりの

手口をみつけていくかがカギであろうと思いました。 

・我が会の活動の参考にさせていただきます。地域の笑顔、住んでよかったと思えるようなまちづ

くり、イベントなどをしていきましょう。 

・これだけ多くの団体、グループが素晴らしい発表をしていて正直驚きました。どのグループ、団

体も写真あり、資料ありで分かりやすいものでした。 

・みなさんがんばっておられますね。 

・とても勉強になりました。ありがとうございました。 

・発表される皆さんがとても上手にまとめておられてすばらしいと感じました。 

・このようなイベントは初参加です。これを機会に『まちづくり』（先ずは自分の住む町内から）を

考えてみたいと思います。 

・住んでいる我が町のことで知らないことがたくさんあると知った。これを PR して UI ターン増に

つなげては？大変よい取り組み。各地の話をもっとききたいので、継続を。（特に資金繰りなど）

私自身、学びの場になった。松江市内での事例、活動であるが、市外、県内（西部）へも好事例

として伝わると、活性化の一助になるかと思った。市外にも伝えたい事例多し！！すばらしい。 

・色々な問題があるのに、自分のこととして考えて行動している人たちがいることに勇気をいただ

きました。ありがとうございました。 

・まちづくりの実践事例を見せていただき知識を深めることができました。私達の地域では、人口



減少、少子高齢化が進んでいます。その中で若者定住、若者のグループ活動に関する事例を聞い

てみたいと思います。 

・各地域・各部間等での活動状況を知る事は大変重要である。全てが水平展開できる訳ではないが、

参考にさせていただき自地域のまちづくりに役立てたい。今後も継続して開催されたい。 

・多様な分野、担い手、とりくみ体制、協働のあり方が見えてよかったです。 

・それぞれの発表に感謝致します。また、今回のイベント開催に多くの皆さまにご協力いただきあ

りがとうございます。 

・地域活動の参考としたい。 

・我が所属している自治会は従来から自主防災組織の結成、活動を検討中ですが、会員の意見をな

かなか集約出来ず、今だ組織結成、活動に到っておらず今回、この会に参加し、成功事例を参考

に出来ればと考えています。 

・各団体、よい発表だったと思います。 

・昨年も参加させていただきました。松江のみなさんの熱量を感じ、様々な取り組みを知るとても

よいイベントだと思います。 

 

運営・その他 

・活動を始めて間もない事例（2、3、7）は 2～3 年後に発表されれば成果・課題がわかってより参

考になるのではないか。 

・事例ごとに感想等を記入する欄があればよい。 

・8/25 に道の駅あいかなぎさ公園でマリンスポーツフェスタを開催しますが、青年会議所の SUP マ

リンスポーツフェスタで遊べるので、その辺の連携ができていないあたりは松江市がいかに一つ

になっていないかがわかるというのを感じた。統制が取れていないと思う。 

・まちづくりの基本的考え方を定めた市民憲章をもっと PR すべきです。（PR が全くないのでは）ま

ちづくりのビジョンとして、「松江らしさ」が市民憲章に示されているが、ビジョンにそったまち

づくりが必要。そして「松江らしさ」とは何かを議論すべきである。「松江らしさ」の市民同志の

議論が必要。 

・休憩時間を短縮して貰いたい。2 回を 1回にしても良いのでは。 

・途中、写真を撮影しておられた方でスクリーンが見えないことがありましたのでそこだけ改善お

願いしたいです… 



8．参考になった事例 

 

1)-1 参考になった事例 

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ 

32 38 32 36 36 41 25 18 

  

 

㋐地域とともにある「子どもの居場所づくり」 ＜NPO 法人スペース＞ 

㋑災害時における地域連携について ＜意宇川沿線地域災害対応連絡会議＞ 

㋒SUP でつながる、島根町の魅力創出事業 ＜公益社団法人 松江青年会議所＞ 

㋓松江 ahaha！フェスティバル ＜ahaha！＞ 

㋔スーパーのない地域に私たちの手で賑わいを作り隊！ ＜ちくや朝市実行委員会＞ 

㋕高齢者の見守りを通じた地域の防災活動 ＜祖子分町内会【祖子分見守り隊】＞ 

㋖入江の宝発掘プロジェクト ＜入江区＞ 

㋗JGK で市民によるまちづくり ＜「自分ごと化会議 in 松江」実行委員会＞ 

 

 
 

1)-2 参考になった事例についてどのように感じたか （☑ があった事例） 

① 所属する団体

内で情報共有

したい 

② もう少し話を 

 聞いてみたい 

③ 発表された 

事業に参画 

してみたい 

④新たな事業を

してみたい 

 

その他 

㋐ 15 ㋐ 8 ㋐ 0 ㋐ 0 ㋐ 12 

㋑ 14 ㋑ 5 ㋑ 0 ㋑ 0 ㋑ 19 

㋒ 11 ㋒ 11 ㋒ 1 ㋒ 1 ㋒ 13 

㋓ 11 ㋓ 9 ㋓ 2 ㋓ 2 ㋓ 19 

㋔ 12 ㋔ 6 ㋔ 1 ㋔ 2 ㋔ 19 

㋕ 18 ㋕ 8 ㋕ 0 ㋕ 1 ㋕ 17 

㋖ 8 ㋖ 6 ㋖ 1 ㋖ 0 ㋖ 11 

㋗ 6 ㋗ 5 ㋗ 1 ㋗ 0 ㋗ 7 

合計 95 合計 58 合計 6 合計 6  117 

 

※複数回答あり 



 

2)アドバイスや提案、協力できそうなことなど 

事例 アドバイス・提案・協力できそうなこと 

㋐ 

・世代間を超えた取り組みで地域一体で子ども達の支援をされているのが素晴らしいと感じました。 

・それぞれの活動の実績を教えていただきたかった。 

・1000 時間体験学習の利用 

・他の地区でも作ってほしいと思った。 

・不登校の子どもたちの活動は良い事だと思います。 

・松江青年会議所として青少年育成事業の一環として連携できるかもしれません。 

・自分の地域での活用、島根大学との連携について検討してみたい。 

・居場所づくりは今はどんな地域でも求められていると考えます。私たちの地域でも拡がることを願ってい

ます。 

・参加者の多さもすばらしいと思いますが、大学生のボランティアの多さがすばらしいと思いました。参加

してもらえるコツなどあるのでしょうか。 

・私の地域では「子ども食堂」が開かれているが、回数が増えるといいと思っています。 

・学生ボランティアをリンクした活動、若い皆さんのパワーと熱意を感じました。 

・すばらしいとりくみだと思いました。こういった居場所が松江市内にもっとできるとよいですネ。 

・ザ居場所づくり！！必要な活動ですね！ 

・居場所はスペースはどんなところでやっているのでしょうか？ 

・地区内の不登校児童を把握できていない。把握の手段、アプローチの方法が知りたい。 

㋑ 

・横のつながり作りが、他の課題にも生かせると感じました。 

・どうしても公民館単位というしみついた考えが私にもある。しかし災害時、どこにいるのかは不透明。今

後外出のおりはそれを意識したい。 

・ここ数年甚大な災害が多くおきています。地域が連携することで命を守ることが大切な事。どこの地域も

どのような連携をすればよいか、災害時の情報共有の大切さを学びました。 

・単位自治会で説明。 

・地域連携を強めることの必要性を感じました。 

・とても気になる災害時の命を守る取り組みにとても参考になった。 

・防災と地域のつながり重要を再確認しました。 

・当自治会でも参考にしたい。 

・どの活動についてもですが、定住財団の「しまっち！」で活動の助っ人を募るなどお手伝いできそうです。 

㋒ 

・協賛をつのる営業方法が参考になりました。 

・とてもすてきな活動でした。協賛の仕方がすごい！！是非、まねてみたいです。但、情報として知らなか

ったことが残念。情報発信の工夫？海辺の活用としてこのような行事が広がることを期待します。 

・協賛金のとり方 

・話題づくりと集客、移住へと繋がる流れがこれから必要になると考えます。今後期待して見て行きます。 

・地域住民と企業が様々な形でつながるといろいろな拡がりをつくれるように感じた。 

・地元の方の興味を引くためにはどうしているのか。 

・毎年行われるのであれば、一度出かけてみたい。 

・事業譲渡の計画に懸念が…。資金集めについて、青年会議所さん故、営業力がある。継続困難になるので

は？すばらしい事業なので、そこをしっかり固めてから譲渡を考えてほしい。 

・色々な企業をまき込んでの取り組みに元気をいただいた。とても参考になった。 

・野波が SUP の聖地になることを切に願います。 

・私自身、SUP をやってみたいと思いました！！初心者向けのイベントなどあるとうれしいです。市内のプー

ルでやるなんてできませんかね！で、そのあと、海でのレースに参加！ 

・協賛金の集め方が◎。参考になりました。 

・野波の景色すばらしいと思う。SUP は波のない湖でするものと思っていたので認識を改めたい。 

・SUP というイベントが有ることが初めて分かりました。 

 

 



2)アドバイスや提案、協力できそうなことなど 

事例 アドバイス・提案・協力できそうなこと 

㋓ 

・当事者主体で活動されており、少人数でも大きなイベント開催や、課題解決コミュニティづくりが出来る

のだと、感動しました。 

・ゆるやかに、が、確実性と共につなぎつづけてゆくこととが求められるのは変わらないだろう。お続けに

なって！私に出来ることがあればおっしゃって下さい。73 歳、北堀町在住です。伺うだけでいいとはいえ

ませんから。 

・5000 名の参加者はすばらしいと思います。どのようなツールが一番効果的だったか教えていただきたい。 

・子育て世代の声をあつめる方法、ランチミーティングなどをくわしく聞きたい。 

・2 人でやられていることに驚き。 

・松江だんだん（水郷祭のステージイベント）、水辺の子供を対象にした事業など連携できるかもしれません。 

・高齢者が多いですが、若い子そだて世代も住んで良かったと言えるようなまちづくりが大切かと思います。 

・毎週開催して欲しい。 

・情報拡散、いろいろな形でつながってそして拡がって人が集まって、イベントの実現。 

・お仕事もしておられる子育てまっ最中の方が活動しておられ、すばらしい！！ 

・子育ては地域と共に行うのが理想だと思っているが、代々出来ていないのが現状です。とても素晴らしい

取り組みだと感心した。 

・ママ友 2 人でスタートされたイベントさすがです。少子化対策にもつながる取組と思います。 

・取組みの”核” 

・2 人からはじめて 5000 人も参加できるイベントをつくりあげるなんて、スゴイです！！ 

・集客率がすごい。 

・お 2 人でよく始められましたね、大変励まされました。 

㋔ 

・竹矢公民館の支援 

・お世話をされる方々のご苦労が大変だと感じた。 

・朝市の継続は大変だと思います。 

・竹矢へ行ってみたい。 

・8/4 参加します。 

・こつこつやることで少しずつではあるが輪が拡がる。いまの長い取り組みが大事かと思った。 

・地元野菜を購入していこうと思いますが、小さな農家はなかなか出荷できるものがなく辛いですね。 

・月一の朝市、素晴らしい！！一度顔を出してみたいと思います。 

・個人商店が無くなり、スーパーまで買いに行く足（車）が無い地域へ、移動販売車が活動しているが、高

齢者の方が実行している。その人が居なくなったらその後は、どのようになるかと心配している。 

・関心を持って聞いた。 

・取組みの”核” 

・8/4 行きます！！たのしそうですね。主催されているみなさんが楽しいのがいちばん！ 

・スーパーのない地域との事ですが、月に 1 会では少ないように思いますが、開催日を増やす予定がありま

すでしょうか？ 

・どの活動についてもですが、定住財団の「しまっち！」で活動の助っ人を募るなどお手伝いできそうです。 

 



 

2)アドバイスや提案、協力できそうなことなど 

事例 アドバイス・提案・協力できそうなこと 

㋕ 

・自分たちで、課題を解決し、地域の皆さんが住みやすい環境づくりをされていて素晴らしいと感じました。 

・地域力の高さを感じました。 

・無関心層の巻き込みに対する姿勢が参考になりました。 

・参考になる点が多々あった。 

・防災は今まで蓄積した総合力ということばはその通りだと強く感じた。我が地域でも一歩踏みだしたい。 

・自治会活動はなかなか魅力を伝えるのが難しいですね。協力される方がおられて良いですね。 

・一人住まいの人が増えている。災害時における避難を声かけにより行う時に車が無い隣り近所をどう行う

かに問題があるので考えていかなければと実感している。 

・参考になった。 

・取組みの”核” 

・誠実にとりくみを続けておられてすばらしいと思いました。 

・自分の地区も雪が積もりやすいので、雪かき隊の活動はいいと思った。高齢者の見守り方についても参考

になった。 

・当自治会の今後の活動の参考としたい。 

・見守りを必要とする高齢者はどうして指定するか、見守りは定期的にするのか。 

・町内会の中で地域の話題や若い家族の紹介など定期的に新聞まで出しておられたことに驚きと共に感心し

ました。私の町内会の自主防災隊の隊長や班長も 70 代と高齢化しており若い方の参画や引き継ぐ為にも参

考にさせて頂きます。ありがとうございました。 

㋖ 

・レンコン（耕作放棄地） 

・各世代の連帯感をどうつくり出すかはどこの町内会組織でも頭をいためている。参考にしたい。 

・県内でも地域文化の掘り起こしがあちこち行われているので、そこからヒントを見つけ、郷土学習につな

げてほしい。事例紹介で協力できるかも。 

・地域の宝を PR してほしい。観光地の案内役の育成はどのようにされているのか。 

・興味を持った。 

・取組みの”核” 

・そうなんですヨネー。宝物はあってもなかなかみえない。そのことに気付かれたのはすばらしい！ 

・入江そして八束町の隠れた魅力に気づきました。 

・どの活動についてもですが、定住財団の「しまっち！」で活動の助っ人を募るなどお手伝いできそうです。 

㋗ 

・自分ごととして地域のことを考えることが本当に必要だと思った。 

・もう少し参加者が増えるとよいですね。 

・この地域での認知度 UP が必要では？協力しても良いなと感じました。 

・全くの無作為抽出で 20 人の参加者が学びつづけ、提案までつくるのはスゴイ！ 

 


